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本 日 こ こ に、令 和 ８ 年 第１回 富 士 見 市議会 定 例 会 が

開 催 さ れ、 令和 ８ 年 度 一 般会 計 予 算を はじ め 、 市政 の

関 連 議 案に つい て ご 審議 をお 願 い する にあ た り 、私 の

市 政 に 対す る基 本 方 針と 施策 の 概 要を 申し 上 げ 、議 員

各 位 並 びに 市民 の 皆 様の ご理 解 と ご協 力を 賜 り たい と

存じます。  

 

１  はじ めに  

昭 和 １ ０ ０年と い う 大 きな節 目 を 迎 えた昨 年 は 、 憲

政 史 上 初と なる 女 性 総理 大臣 の 誕 生を 始め と し て、 大

阪 ・ 関 西万 博、 東 京 ２０ ２５ 世 界 陸上 、東 京 ２ ０２ ５

デ フ リ ンピ ック な ど 、国 際的 な イ ベン トが 国 内 で開 催

される歴史的 な１年となり ました。  

大相撲におい ては、「 豊昇龍 関」と「大の里 関 」が横

綱に、ウクライ ナ出身の「 安青 錦関」が大関に 昇進し、

将 棋 界 にお いて は 、 藤井 聡太 六 冠 が「 永世 竜 王 」の 資

格 を 獲 得し まし た 。 科学 の分 野 に おき まし て は 、坂 口

志 文 氏 と北 川進 氏 が 、日 本人 と し て１ ０年 振 り と な る

ノ ー ベ ル賞 の同 年 ダ ブル 受賞 と い う栄 誉に 輝 く など 、

各 界 に おい ても 喜 ば しい 出来 事 が 多 い １年 で あ りま し

た。  

 経 済 面に おき ま し ては 、 ア メ リ カの トラ ン プ 政権 に

よ る 関 税政 策等 の 影 響で 、日 経 平 均株 価が ３ 万 円 台 に

下 落 し た一 方、 １ ０ 月に は５ 万 円 の大 台を 突 破 する な

ど、変動の大 き な年となり ました。  
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ま た 、 春 闘では 、 ５ パ ーセン ト を 超 える 賃 上 げ が 実

現 さ れ まし たが 、 米 価格 の高 騰 を はじ めと す る 物価 上

昇 に 賃 上げ が追 い つ かな い 、 実 質 賃金 のマ イ ナ スが 続

き 、 家 計に とっ て は 苦し い１ 年 で あっ たと も 感 じて お

ります。  

政 治 面 に おきま し て は 、 責任 あ る 積 極財政 を 掲 げ た

高 市 内 閣の 発足 に よ り、 生活 者 や 事業 者に 対 す る 物 価

高 対 策 とし て、 物 価 高騰 対応 重 点 支援 地方 創 生 臨時 交

付金が盛り込 まれた補正予 算が可決され ました。  

本 補 正 予 算の成 立 を 受 け、全 て の 市 民の皆 様 へ の 現

金 給 付 や、 学校 給 食 費の 支援 な ど 、広 く速 や か に届 け

ら れ る よう 、本 定 例 会に 予算 案 を 提出 させ て い ただ き

ました。  

さ て 、 本 市を振 り 返 っ てみま す と 、 昨年は 、 第 ６ 次

基 本 構 想・ 第１ 期 基 本計 画の 最 終 年と して 、 第 ２期 基

本 計 画 につ なが る 取 組を 着実 に 進 める とと も に 、新 た

な施策にも積 極的に取り組 んでまいりま した。  

基 本 計 画 の各分 野 に も 位置付 け て い る ＳＤ Ｇ ｓ を さ

ら に 推 進し てい く た め 、 内閣 府 に よる ＳＤ Ｇ ｓ 未来 都

市 へ の 選定 を契 機 に 立ち 上げ た 、 価値 共創 プ ラ ット フ

ォ ー ム 「Ｓ ＤＧ ｓ フ ジミ ライ テ ラ ス」 によ る 取 組を 具

現化すること ができました 。  

５ 月 に は 、ふじ み 野 エ リアの 魅 力 的 な店舗 な ど が 集

い 、 地 域住 民と つ な がる 「ま ち づ くり 」を コ ン セプ ト

と し た 「ふ じみ の Ｍ ＡＣ ＨＩ ｆ ｅ ｓ２ ０２ ５ 」 のイ ベ
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ン ト に 、Ｓ ＤＧ ｓ マ ルシ ェと し て 、 教 育や 地 域 経済 、

自 然 環 境な ど の 分 野 でＰ Ｒブ ー ス を出 展い た し まし た。 

１ ２ 月 に は、県 立 富 士 見高校 に お い てキャ リ ア 教 育

事 業 を 行い 、人 生 や 将来 の仕 事 な ど、 自分 の 未 来 に つ

いて考える機 会を提供 いた しました。  

多 く の ス テーク ホ ル ダ ーと の 協 働 に よる取 組 を 通 じ

て 、 持 続可 能な ま ち づく りに 向 け た、 新た な 一 歩を 踏

み出すことが できました。  

国 際 的 な イベン ト に 関 連した 事 業 と いたし ま し て 、

手 話 言 語条 例制 定 １ ０年 の節 目 を 迎え る中 、 東 京２ ０

２ ５ デ フリ ンピ ッ ク に出 場し た 、 セル ビア 共 和 国デ フ

ハ ン ド ボー ル代 表 チ ーム の事 前 キ ャン プを 実 施 いた し

ま し た 。選 手の 皆 さ んと 、 諏 訪 小 学校 の児 童 や 富士 見

市 聴 覚 障害 者の 会 の 皆さ んが 交 流 でき る場 を 設 け、 国

や コ ミ ュニ ケー シ ョ ン の 垣根 を 超 えた 絆を 育 む こと が

できました。  

こ の ほ か 、大阪 ・ 関 西 万博 の 終 了 後 には、 セ ル ビ ア

共 和 国 シャ バツ 市 と 本市 の姉 妹 都 市提 携の 御 縁 から 、

セ ル ビ ア 共 和 国 パ ビ リ オ ン の シ ン ボ ル ツ リ ー で あ る

「 ア オ ダモ の木 」 が 、本 市に 移 植 され まし た 。 この シ

ン ボ ル ツリ ーは 、 万 博の レガ シ ー とし て市 民 の 皆様 の

記 憶 に 残る よう 、 市 民文 化会 館 キ ラリ ☆ふ じ み の敷 地

内に植樹いた しました 。  

市 役 所 新 庁舎整 備 に つ きまし て は 、 建物の レ イ ア ウ

ト や 概 算事 業費 な ど の基 本設 計 の 概要 につ い て 、市 民
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説 明 会 を開 催す る な ど 、 基本 設 計 の完 了に 向 け て取 組

を進めてまい りま した。  

い よ い よ 本年は 、 第 ６ 次基本 構 想 ・ 第 ２期 基 本 計 画

の ス タ ート の年 と な りま す。 第 ２ 期基 本計 画 は 、 第 １

期 基 本 計画 の課 題 を 解消 しつ つ 、 より 実効 性 の ある 計

画 と す るこ とや 、 社 会情 勢の 変 化 を捉 えた 計 画 へ深 化

を 図 る とい う点 を 重 視 し なが ら 、 私の 政策 方 針 であ る

「 ふ じ み☆ ビジ ョ ン ３０ +３ｒ ｄ Ｓ ｔｅ ｐ 」 を 踏 まえ 、

策定したもの でございます 。  

策 定 に あ たりま し て は 、各分 野 の ５ 年後の 目 指 す 姿

と 、 そ れを 達成 す る ため の新 た な 施策 や取 組 を 検討 し

て ま い りま した 。 理 想の 未来 を 実 現す るた め 、 本計 画

を確実に実行 してまいりま す。  

 

２  令和 ８年度 の 市政 運営の 方 針  

今年は、私の市長就任１０年 という節目を 迎えます 。

振 り 返 りま すと 、 登 庁初 日か ら 大 型台 風に よ る 災害 対

応 の 指 揮に あた っ た こと は、 今 で も鮮 明に 記 憶 して お

ります。  

そ の 後 も 新型コ ロ ナ ウ イルス 感 染 症 の拡大 に お け る

様 々 な 対策 に取 り 組 む な ど、 常 に １１ 万３ 千 人 の市 民

の 皆 様 の先 頭に 立 ち 、 誰 もが 安 全 で安 心な 生 活 を送 れ

る こ と を第 一に 考 え 、市 政運 営 に 取り 組ん で ま いり ま

した。  

一 方 で 、 選ばれ る ま ち として 、 子 育 て支援 の 推 進 、
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Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ教 育を は じ めと した 学 校 教育 の充 実 、 誰一 人

取 り 残 さな い共 生 社 会実 現 の 推 進 、市 の成 長 の エン ジ

ン と な る産 業団 地 の 誘致 、ス マ ー トシ ティ へ の 転換 に

向 け た デジ タル ト ラ ンス フォ ー メ ーシ ョン の 推 進 な ど、

本市の成長に 着実に取り組 んで まいりま した。  

市 長 就 任 １０年 目 と な る本年 、 十 二 支では 午 年 に あ

た り ま す。 馬は 神 様 の乗 り物 と し て、 願い 事 を 神に 届

ける聖なる動 物とされ 、「前 進・活力・飛 躍 」の象徴 で

あ り 、 何事 も「 ウ マ くい く」 に 通 じる こと か ら 縁起 が

良いものとさ れております 。  

「万馬奔騰」と いう言葉が ご ざいます 。この 言葉は、

一 万 頭 の馬 が勢 い よ く走 り、 跳 ね る様 子を 表 し 、物 事

が力強く進展 する ことを意 味します。「 万 馬奔騰」の勢

い で 第 ２期 基本 計 画 のス ター ト を 切り 、理 想 の 未来 実

現 に 向 け、 本市 の さ らな る飛 躍 と 発展 を目 指 し てま い

ります。  

職 員 一 人 ひとり が 持 つ 能力を 存 分 に 発揮し 、 一 丸 と

な っ て 目標 に向 か っ て邁 進 し 、 第 ６次 基本 構 想 で定 め

た 理 想 の未 来で あ る 「充 実し た 日 々 」 を創 り 上 げて い

く た め 、次 の ３ つ の 方針 をも っ て 令和 ８年 度 の 市政 運

営を行ってま いります。  

 

(1) シ ティ プロ モ ーシ ョンと 連 携し た活気 と 賑わ いの

創 出  

ま ち に 活 気と賑 わ い を 創出す る た め には、 Ｓ Ｎ Ｓ や
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ホ ー ム ペー ジな ど 、 様々 なコ ン テ ンツ で 市 の 魅 力を 継

続 的 に 発信 して い く こと が重 要 と なり ます 。 情 報発 信

力 を さ らに 強化 す る ため 、 組 織 改 正に より 、 シ ティ プ

ロ モ ー ショ ン と 広 報 の機 能を 統 合 し、 これ ま で 以上 に

本市の魅力を 発信してまい ります。  

市 の 魅 力 の発信 や 、 ふ るさと 納 税 の 返礼品 な ど 、 特

産 品 の プロ モー シ ョ ン を 行う こ と で、 地域 へ の 愛着 を

深 め る とと もに 、 関 係人 口の 創 出 や移 住者 誘 致 につ な

げてまいりま す。  

賑 わ い の 好循環 を つ く り出す た め 、 今後の 成 長 の エ

ン ジ ン とな る、 富 士 見上 南畑 地 区 産業 団地 へ の 進出 企

業 と 市 内事 業者 と の 新た な連 携 な ど、 多様 な 事 業者 相

互 の つ なが りを 創 出 し、 本市 の 発 展に つな げ て まい り

ます。  

全 国 的 に 人口が 減 少 し ている 中 、 本 市にお き ま し て

は 、 こ れま での 様 々 な施 策や シ テ ィプ ロモ ー シ ョン の

効 果 に より 、人 口 の 微増 傾向 が 続 いて おり ま す 。今 後

に お き まし ても 、 将 来に わた り 人 口１ ０万 人 を 維持 し

て い く こと を目 指 し 、 新 たな シ テ ィプ ロモ ー シ ョン 戦

略のもと、効 果的な施策 に 取り組んでま いります。  

 

(2) 安 全で 安心 か つ持 続可能 な まち づくり  

ま ち づ く りの基 本 は 、 市民の 皆 様 が 安全で 安 心 な 日

常生活を送る ことができる 環境をつくる ことです。  

昨 年 １ 月 に発生 し ま し た八潮 市 で の 道路陥 没 事 故 を
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教 訓 に 、下 水道 施 設 だけ でな く 、 道路 ・橋 梁 な どを 含

め 、 す べて のイ ン フ ラ施 設の 計 画 的な 整備 と 適 切な 維

持管理を着実 に実施してま いります。  

首 都 直 下 地震に つ い て 、 政府 の 中 央 防災会 議 の 作 業

部 会 か ら新 たな 被 害 想定 が公 表 さ れま した 。 こ の想 定

に お き まし ても 、 改 めて 、延 焼 し やす い木 造 住 宅密 集

市 街 地 を解 消し て い くこ とが 課 題 であ ると さ れ てお り

ま す 。 本市 にお き ま して は、 令 和 ６年 能登 半 島 地震 を

契 機 に 、木 造住 宅 密 集 市 街地 に お ける 対策 に つ いて 検

討を始めてお り、第２期基本 計画に 、「燃え ないまちづ

く り の 推進 」 を 位 置 付け 、計 画 的 に対 策を 推 進 して ま

いります。  

ま た 、 こ れから の ま ち づくり に お い ては、 少 子 高 齢

化 の 進 展や 将来 的 な 人口 減少 、 道 路 な ど都 市 基 盤の 老

朽 化 の ほか 、環 境 負 荷の 低減 や 災 害に 強い コ ン パク ト

な ま ち づく りな ど 、 様々 な課 題 に 対応 する 長 期 的な 視

点 が 求 めら れま す 。 将来 を見 据 え たま ちづ く り を行 う

た め 、 都市 全体 を 見 渡し たマ ス タ ープ ラン で あ る立 地

適 正 化 計画 の策 定 に 着手 し、 安 全 安心 で、 持 続 可能 な

まちづくりの 検討を進めて まいります 。  

 

(3) 改 革・ 改善 の 実感  

こ れ ま で 本市に お き ま しては 、 少 子 高齢化 の 進 展 や

人 口 減 少な ど、 社 会 情勢 の変 化 に 対応 し、 安 定 した 市

政 運 営 を行 うた め 、 スマ ート 自 治 体へ の転 換 に 向け 、
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Ｉ Ｃ Ｔ の積 極的 な 活 用や 公共 施 設 の最 適化 に 取 り組 む

公共施設マネ ジメントを 検 討してまいり ました。  

デ ジ タ ル トラン ス フ ォ ーメー シ ョ ン 、いわ ゆ る Ｄ Ｘ

の 効 果 を市 民の 皆 様 に 還 元す る た め 、 市役 所 窓 口に キ

オスク端末を 導入 するほか、納税の電子化 を 進め、「行

かない窓口」 の普及に努め てまいります 。  

公 共 施 設 マネジ メ ン ト に おき ま し て は、公 共 施 設 個

別 施 設 計画 第１ 期 実 行計 画の 見 直 しを 図り 、 市 役所 新

庁 舎 整 備を はじ め と した 、シ テ ィ ゾー ン Ｃ ゾ ー ンに 係

る 複 数 の再 編プ ラ ン を「 みら い Ｃ プロ ジェ ク ト 」と し

て 取 り まと め、 一 体 的に 再整 備 を 進め てい く 予 定と し

て お り ます 。市 民 サ ービ スの 維 持 ・向 上の 視 点 を踏 ま

え つ つ 、安 全で 持 続 可能 な施 設 運 営に 資す る 計 画を 作

成してまいり ます。  

日 々 変 化 する市 民 ニ ー ズを的 確 に 捉 え、将 来 を 見 据

え な が ら、 改革 ・ 改 善 に 取り 組 み 、そ の効 果 を 市民 の

皆 様 に 実感 して い た だけ るよ う 、 市政 運営 を 推 進し て

まいります。  

 

３  施策 の概要  

只 今 申 し 上げま し た ３ つの方 針 に 基 づいた 主 な 取 組

を 、 第 ６次 基本 構 想 ・第 ２期 基 本 計画 で定 め る 分野 に

沿ってご説明 いたします。  
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(1) 子 ども ・子 育 て支 援、学 校 教育  

 は じ めに 、子 ど も ・子 育て 支 援 及び 学校 教 育 の分 野

について、ご 説明いたしま す。  

 す べ ての １か 月 児 が医 療機 関 で 発育 発達 状 況 の確 認

と 疾 病 の早 期発 見 が でき る よ う 、 また 、保 護 者 の不 安

を 解 消 しな がら 安 心 して 子育 て が でき るよ う 、 １か 月

児 健 診 の費 用を 助 成 し、 伴走 型 の 相談 支援 に つ なげ て

まいります。  

出 産 後 う つや虐 待 を 防 ぎ、安 心 し て 子育て し や す い

環 境 を 整備 する た め 、母 子に 対 す る心 身の ケ ア や育 児

サ ポ ー トを 行う 産 後 ケア のサ ー ビ スに 、宿 泊 型 メニ ュ

ー を 追 加す ると と も に、 産婦 健 診 費用 の助 成 回 数を 増

やし、母子の サポート体制 を充実してま いります。  

保 育 所 の 待機児 童 の 早 期解消 を 図 る ため、 新 た な 保

育 所 の 整備 費用 を 助 成す るこ と で 民間 保育 所 を 誘致 し 、

子 育 て 世代 に選 ば れ るま ち を 目 指 して 、保 育 環 境の さ

らなる充実を 図ってまいり ます。  

公 立 保 育 所に つ き ま し ては、 Ｉ Ｃ Ｔ を活用 し た 業 務

支 援 シ ステ ムを 導 入 し、 保護 者 の 皆様 の利 便 性 向上 と

併 せ 、 保育 所業 務 の 効率 化に よ り 、保 育の 質 の 向上 に

取り組んでま いります 。  

また、「みらい Ｃプロジェク ト」における事 業の１つ

で あ る 、第 三・ 第 五 保育 所の 統 合 整備 につ い て 、令 和

１ ０ 年 度の 供用 開 始 を目 標に 事 業 を開 始し 、 基 幹型 保

育 施 設 とし て、 民 間 保育 施設 や 幼 稚園 等と の 連 携・ 交
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流 機 能 を強 化す る と とも に、 障 が い児 ・医 療 的 ケア 児

に対する支援 機能の拡充を 目指してまい り ます。  

さ ら に 、 第二・ 第 四 ・ 第六の 各 保 育 所にお き ま し て

は 、 空 調機 器の 更 新 工事 を実 施 し 、乳 幼児 が 安 全で 快

適に保育が受 けられる 環境 を整備してま いります。  

放 課 後 児 童クラ ブ に つ きまし て は 、 諏訪第 １ 放 課 後

児 童 ク ラブ の大 規 模 改修 工事 を 実 施 す ると と も に 、 つ

る せ 台 第１ 放課 後 児 童ク ラブ に お いて 、空 調 機 器の 更

新工事を実施 いたします。  

現 在 、 試 行実施 し て い る朝の こ ど も の居場 所 づ く り

事 業 に つき まし て は 、す べて の 小 学校 での 実 施 に向 け

て 順 次 拡大 し、 い わ ゆる 「朝 の 小 １の 壁」 の 解 消を 図

ってまいりま す。  

 学 校 教育 の分 野 に おき まし て は 、 一 人一 台 端 末を 用

い て 児 童生 徒が 自 ら の学 びを 深 め られ るよ う 、 全て の

小 中 学 校及 び特 別 支 援学 校に 、 Ｇ ＩＧ Ａス ク ー ルサ ポ

ーターを配置 いたします。  

ま た 、 教 員の事 務 効 率 化に資 す る 校 務シス テ ム が 更

新 時 期 を迎 える こ と から 、 シ ス テ ムの 更新 に 併 せて 保

護 者 連 絡用 アプ リ を 導入 し、 利 便 性向 上を 図 る とと も

に、教員の働 き方改革 を推 進してまいり ます。  

学 校 図 書 館の蔵 書 管 理 に係る 業 務 の 効率化 を 推 進 す

るため、各学校に 図書管理シ ステムを導入 いたします。

学 校 司 書に よる 児 童 生徒 への 読 み 聞か せな ど の 時間 を

確 保 し 、読 書に 触 れ る環 境を 整 え 、主 体的 な 学 び に つ
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ながる取組を 推進 いたしま す。  

Ｉ Ｃ Ｔ を 効果的 に 活 用 するこ と で 、 教育環 境 の さ ら

な る 充 実を 図り 、 児 童生 徒一 人 ひ とり の学 力 向 上を 目

指してまいり ます。  

 社 会 の多 様化 に よ り 、 様々 な 価 値観 や文 化 の 中で 生

き る 児 童生 徒が 、 国 際的 な視 野 を 広く 持て る よ う、 小

学 校 ４ 年生 から 中 学 校３ 年生 を 対 象に 、 実 用 英 語技 能

検 定 の 受験 料補 助 を 拡充 し、 児 童 生徒 のさ ら な る英 語

力 の 向 上と 、目 標 を 持っ て学 習 す る意 欲の 向 上 を 目 指

してまいりま す。  

 学 校 と地 域住 民 の 皆様 が力 を 合 わせ て学 校 の 運営 に

取 り 組 むた め、 コ ミ ュニ ティ ・ ス クー ルを 市 内 全学 校

で 導 入 し、 地域 と 一 体と なっ て 子 ども たち を 育 む学 校

づくりを推進 し てまいりま す。  

学 校 施 設 につき ま し て は、 西 中 学 校 におい て 、 屋 内

運 動 場 の改 修工 事 を 、勝 瀬中 学 校 と水 谷中 学 校 では 、

校 舎 の 長寿 命化 工 事 を実 施す る と とも に 、 小 ・ 中・ 特

別 支 援 学校 の特 別 教 室へ のエ ア コ ン設 置に 向 け て設 計

を 進 め 、児 童生 徒 が 安全 で快 適 に 学校 生活 を 送 るこ と

ができるよう 、教育環境を 整備してまい ります。  

学 校 給 食 につき ま し て は、 国 の 制 度 により 小 学 校 に

お い て 無償 化が 開 始 され ます 。 制 度が 適用 さ れ ない 中

学 校 、 特別 支援 学 校 の中 等部 及 び 高等 部に お き まし て

は 、 児 童生 徒の 保 護 者の 経済 的 負 担を 軽減 す る ため 、

国 の 物 価高 騰対 応 重 点支 援地 方 創 生臨 時交 付 金 を活 用
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し 、 食 材費 高騰 に よ る値 上げ 分 に つい て 支 援 し てま い

ります。  

 

(2) 地 域福 祉、 高 齢者 福祉、 障 がい 福祉 、 健 康づ くり  

 次 に 、地 域福 祉 、 高齢 者 福 祉 、 障が い福 祉 及 び健 康

づくりの分野 について、ご 説明いたしま す。  

 複 雑 化・ 複合 化 し た 市 民の 困 り ごと や制 度 の 狭間 で

支 援 が 届き にく い と いう 問題 に 対 応す るた め 、 重層 的

支 援 体 制整 備事 業 を 活用 し、 行 政 、民 間支 援 機 関 及 び

地 域 住 民が 協働 し て 相談 を受 け 止 め、 必要 な 支 援に つ

な げ て いく 包括 的 な 支援 体制 の 整 備を 継続 し て まい り

ます。  

と り わ け 、様々 な 理 由 により 社 会 的 に孤立 し が ち な

方 々 に 対し まし て は 、社 会と の つ なが り を 取 り 戻す た

めの参加支援 事業 に取り組 んでまいりま す。  

また、世代や属性を超えて交 流できる場の 充実など、

地 域 の つな がり づ く りを 推進 す る こと で、 支 え 合い の

基盤づくりを 行ってまいり ます。  

 人 生 １０ ０年 時 代 を見 据え 、 高 齢者 が自 立 し て充 実

し た 生 活を 送れ る よ う 、 介護 予 防 ・日 常生 活 支 援総 合

事 業 に おけ る 初 回 訪 問時 のア セ ス メン トに お い て、 専

門 職 に よる 助言 を 行 い、 個々 に 適 した 支援 に つ なげ て

まいります。  

 福 祉 的な 観点 か ら 、高 齢者 等 の 移動 手段 の 確 保や 生

活 支 援 を行 うた め 、 地域 住民 が 相 互に 支え 合 え る仕 組
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み を 構 築し 、住 民 団 体に よる 生 活 支援 サー ビ ス の創 設

を支援してま いります。  

こ れ ま で 、フレ イ ル 予 防に関 し ま し ては、 フ レ イ ル

サ ポ ー ター によ る フ レイ ルチ ェ ッ ク 事 業、 ｅ ス ポー ツ

を 活 用 した 取組 や 、 はつ らつ 教 室 など 、多 く の 事業 を

行 っ て まい りま し た 。新 たな 取 組 とい たし ま し て、 高

齢 者 の 円滑 なコ ミ ュ ニケ ーシ ョ ン を維 持し 、 聞 こえ の

フ レ イ ル予 防に つ な げる ため 、 補 聴器 の購 入 費 用の 一

部を助成いた します。  

 こ れ まで 支援 の 対 象外 であ っ た 、が ん治 療 に 起因 す

る 外 見 の変 化 に 苦 痛 を感 じら れ て いる がん 患 者 に対 し、

ウ ィ ッ グ等 の購 入 費 用 を 助成 い た しま す 。 ま た 、Ａ Ｙ

Ａ 世 代 のう ち、 １ ８ 歳か ら３ ９ 歳 の終 末期 が ん 患者 に

対 し ま して 、在 宅 療 養に 係る 費 用 の一 部を 助 成 し、 心

や尊厳を守る ため の支援を 行ってまいり ます。  

 

(3) ス ポー ツ、 文 化芸 術・文 化 財、 生涯学 習 、多 文化

共 生 ・国 際交流           

 次 に 、ス ポー ツ 、 文化 芸術 ・ 文 化財 、生 涯 学 習 及 び

多 文 化 共生 ・国 際 交 流 の 分野 に つ いて 、ご 説 明 いた し

ます。  

誰 も が 好 きな時 に 好 き なスポ ー ツ を 良好な 環 境 で 楽

し め る よう 、新 た な ジャ ンル と し て ア ーバ ン ス ポー ツ

環 境 の 整備 に取 り 組 んで まい り ま す。 富士 見 上 南畑 地

区 産 業 団地 内の 調 整 池底 面を 活 用 し 、 スケ ー ト ボー ド
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や Ｂ Ｍ Ｘな どが 楽 し める よう 、 他 自治 体に お け る先 進

的 な 取 組事 例の 調 査 や利 用者 ニ ー ズの 把握 に 努 める と

と も に 、出 水期 に お ける 水量 調 査 を実 施 し て ま いり ま

す 。 同 産業 団地 内 に 整備 され る 、 キャ ッチ ボ ー ルが で

き る 新 たな 公園 な ど と併 せま し て 、 身 近な 場 所 にお い

て 、 様 々な スポ ー ツ を 安 全・ 安 心 で快 適に 楽 し むこ と

ができる環境 の充実に取り 組んで まいり ます。  

文 化 芸 術 の発信 拠 点 で ある、 市 民 文 化会館 キ ラ リ ☆

ふ じ み につ きま し て は、 誰も が 安 全で 安心 し て 利用 で

き る 、 快適 な活 動 環 境を 提供 す る ため 、大 規 模 改修 工

事 を 継 続し て実 施 い たし ます 。 休 館の 期間 中 に おき ま

し て は 、市 民の 皆 様 の も とに 出 向 くア ウト リ ー チ事 業

を 行 い 、文 化芸 術 に 触れ られ る 機 会を 創出 し て まい り

ます。  

国 指 定 史 跡の水 子 貝 塚 公園に つ き ま しては 、 開 園 か

ら ３ ０ 年以 上が 経 過 し、 施設 の 劣 化や 樹木 の 成 長に よ

る 落 葉 など 、近 隣 へ の影 響が 生 じ て お りま す 。 史跡 を

適 切 な 状態 で 管 理 ・ 保存 し、 後 世 に残 して い く とと も

に 、 観 光資 源や 地 域 資源 とし て の 活用 を充 実 し 、魅 力

の 向 上 を図 るた め 、 令和 １１ 年 度 のリ ニュ ー ア ルオ ー

プンへ向けた 再整備の実施 設計を行 って まいり ます。  

ま た 、 個 人所有 ・ 管 理 の市指 定 文 化 財 を保 存 す る た

め 、 難 波田 城跡 土 塁 を購 入し 、 適 切に 保全 を 図 るこ と

で、歴史、文 化資源を後世 に 引き継いで まいります。  

こ れ ま で 、市内 公 共 施 設に お い て 取 り組ん で き た 家
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庭 学 習 応援 事業 に つ きま して は 、 家庭 学習 の 習 慣化 と

基 礎 学 力の 定着 と 併 せ、 安全 で 安 心で きる 居 場 所と し

て、小学校に 会場を移して 実施いたしま す。  

戦 争 体 験 や平和 の 理 念 などを 後 世 へ つなげ る た め 、

広島平和記念 式典へ の市民 派遣 など、「非 核平和都市富

士 見 市 」と して 、 平 和事 業の 取 組 を 継 続し て ま いり ま

す。  

本 市 が セ ルビア 共 和 国 シャバ ツ 市 と 姉妹都 市 を 提 携

し て い るこ とを 活 か し 、 さら な る 国際 交流 を 推 進し て

まいります。  

子 ど も た ちのグ ロ ー バ ルな感 覚 を 養 うため 、 セ ル ビ

ア 共 和 国大 使館 ツ ア ーを 行い 、 将 来を 担う 人 材 が 多 文

化 へ の 理解 を深 め る こと ので き る 機会 を提 供 い たし ま

す 。 ま た、 シャ バ ツ 市と のホ ー ム ステ イ事 業 の 準備 を

進 め 、 子ど もた ち が 国際 交流 に 参 加で きる 機 会 を提 供

し、異文化交 流を進め てま いります。  

 地 域 住民 の交 流 や 活動 の場 で あ る 、 みず ほ 台 コミ ュ

ニ テ ィ セン ター の 長 寿命 化改 修 工 事を 行い 、 利 便性 の

向 上 を 図る とと も に 、 公 共施 設 の 適切 な維 持 管 理に 努

めてまいりま す。  

 

(4) 土 地利 用、 道 路、 治水、 下 水道 、公共 交 通  

 次 に 、土 地利 用 、 道路 、治 水 、 下水 道及 び 公 共交 通

の分野につい て、ご説明い たします。  

行 政 ・ 文 化・産 業 ・ 広 域商業 の 中 心 である シ テ ィ ゾ
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ー ン の 整備 につ き ま して は 、「 み ら いＣ プロ ジ ェ クト 」

を進めること で、市民コミュニティの形成 の核として、

そ し て 行政 機能 の 中 枢と して 、 さ らに 芸術 や 文 化・ ス

ポーツなどの 拠点として再 整備を進めて まいります 。  

 水 谷 柳瀬 川ゾ ー ン につ きま し て は、 地域 の 発 展と 活

性 化 に つな がる 魅 力 的な まち づ く りの ため 、 地 権者 組

織 や 埼 玉県 など と 協 議を 重ね な が ら、 交通 利 便 性を 生

か し た 土地 利用 に つ いて 、引 き 続 き検 討し て ま いり ま

す。  

ま た 、 埼 玉県に よ る 水 谷調節 池 の 整 備が完 了 す る た

め 、 調 節池 周辺 を 、 水辺 の自 然 環 境な どの 資 源 を活 用

し た 、 市民 の憩 い の 場と なる 親 水 ゾー ンと し て 整備 し

てまいります 。  

 市 民 の円 滑な 移 動 に資 する 幹 線 道路 等に つ き まし て

は、みずほ台 駅東通線 の整 備を進めてま いります。  

ま た 、 道 路の安 全 性 を 確保す る た め 、路面 の 調 査 や

橋 梁 の 定期 点検 を 計 画的 に行 い 、 道路 の舗 装 ・ 修繕 、

橋 梁 の 補修 を進 め る など 、交 通 環 境の 充実 を 図 って ま

いります。  

台 風 や 集 中豪雨 な ど に よる浸 水 被 害 を防ぐ た め 、 富

士 見 江 川の 護岸 改 修 工事 を 計 画 的 に進 めて ま い りま す。 

雨 水 排 水 施設に つ き ま しては 、 登 戸 樋管改 修 工 事 、

水 谷 東 ２丁 目排 水 ポ ンプ 場施 設 更 新工 事 、 尺 地 排水 機

場 ポ ン プ更 新工 事 を 行っ てま い り ます 。ま た 、 西み ず

ほ 台 地 区の 浸水 被 害 を防 止す る た め 、 浸透 施 設 を整 備
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す る な ど、 地域 の 状 況に 応じ た 浸 水対 策を 計 画 的に 進

め、災害に強い安全な生活環 境を構築して まいります。 

 下 水 道施 設に つ き まし ては 、 ス トッ クマ ネ ジ メン ト

実 施 計 画に 基づ き 、 管路 施設 や ポ ンプ 施設 の 実 施設 計

に取り組んで まいり ます。  

公 共 交 通 につき ま し て は、 市 と し て 目指す べ き 旅 客

運 送 サ ービ スの 姿 を 示す マス タ ー プラ ンの 役 割 を担 う 、

地 域 公 共交 通計 画 の 策定 に着 手 い たし ます 。 地 域公 共

交 通 の 将来 的な あ り 方な どに つ い て検 討を 行 い 、持 続

可 能 な 地域 公共 交 通 ネッ トワ ー ク の形 成を 目 指 し て ま

いります。  

 

(5) 環 境、 公園 ・ 緑、 住環境  

次 に 、 環 境、公 園 ・ 緑 及び住 環 境 の 分野に つ い て 、

ご説明いたし ます。  

２ ０ ５ ０ 年まで に 二 酸 化炭素 排 出 量 を実質 ゼ ロ と す

る こ と を目 指 す 「 富 士見 市ゼ ロ カ ーボ ンシ テ ィ 宣言 」

を 実 現 して いく た め 、 市 役所 本 庁 舎 で 使用 す る 電気 を

環 境 価 値 が 付 与 さ れ た Ｃ Ｏ ２ フ リ ー 電 気 に 移 行 し 、 温

室効果ガスの 削減に取り組 んでまいりま す。  

ご み の 排 出量の 削 減 や 資源化 率 の 向 上を推 進 す る た

め 、 家 庭の 生ご み の 分別 収集 を 実 施し 、搬 入 先 のバ イ

オ ガ ス 施設 にて 再 エ ネル ギー 化 を 図る 実証 事 業 の検 討

を進めてまい り ます。  

歴 史 的 な 古民家 、 山 林 、湧水 な ど が 揃う魅 力 的 な 地
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域 資 源 の一 つで あ る 「大 御庵 の 杜 」に つき ま し ては 、

古 民 家 や山 林等 の 保 全を 適切 に 実 施 す ると と も に 、 後

世 に 引 き継 ぎ、 活 用 を充 実す る た めの 保全 設 計 を行 っ

てまいります 。  

燃 え な い まちづ く り の 推進に つ き ま しては 、 木 造 住

宅 密 集 市街 地の 火 災 予防 と延 焼 防 止を 推進 す る ため 、

準 防 火 地域 の指 定 に 向け た基 礎 調 査を 実施 い た しま す。

併 せ ま して 、通 電 火 災予 防の た め の感 震ブ レ ー カー の

設 置 補 助、 防災 空 地 制度 の検 討 、 狭小 地解 消 の ため の

隣 地 統 合や 空家 除 却 補助 の要 件 緩 和を 行い 、 地 震火 災

な ど で 燃え ない 、 燃 え広 がら な い まち づく り を 推進 し

てまいります 。  

鶴 瀬 駅 西 口土地 区 画 整 理事業 に つ き まして は 、 換 地

処 分 や 町名 地番 変 更 など に向 け て 、着 実に 事 業 を進 め

てまいります 。  

鶴 瀬 駅 東 口土地 区 画 整 理事業 に つ き まして は 、 都 市

基 盤 の 整備 に向 け 、 駅前 広場 周 辺 道路 など の 公 共施 設

整 備 や 宅地 整備 を 進 め、 富士 見 市 の玄 関口 と し てふ さ

わしい良好な 市街地を形成 してまいりま す。  

 

(6) 商 工、 農業  

 次 に 、商 工及 び 農 業 の 分野 に つ いて 、ご 説 明 いた し

ます。  

 創 業 しや すい 環 境 や、 意欲 あ る 事業 者の 成 長 を支 援

す る た め、 新規 事 業 の立 ち上 げ や 事業 承継 な ど 、経 営
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の 専 門 家に アド バ イ スを 受け る こ とが でき る 経 営・ 創

業相談事業を 継続し 、相談者に寄り添った 支援により、

市 内 事 業者 を支 え て まい りま す 。 この ほか 、 埼 玉県 創

業 プ ロ ジェ クト と の 連携 を図 り 、 創業 にチ ャ レ ンジ し

やすい環境を さらに充実さ せてまいりま す。  

 農 業 施策 につ き ま して は、 将 来 にわ たり 農 業 を継 続

で き る 環境 を整 備 す るた め 、 農 地 耕作 条件 改 善 事業 を

実 施 し 、ほ 場の 大 区 画化 や農 道 の 拡幅 、水 路 の 改修 な

ど を 行 って まい り ま す。 また 、 稲 作に 大き な 被 害を 与

え る イ ネカ メム シ へ の対 応と し て 、稲 作農 業 に おけ る

広 域 防 除対 策費 用 の 補助 を実 施 し 、農 業者 の 安 定的 な

経営支援に取 り組 んでまい り ます。  

 

(7) シ ティ プロ モ ーシ ョン  

 次 に 、シ ティ プ ロ モー ショ ン の 分野 につ い て ご説 明

いたします。  

第 ２ 期 基 本計画 の 策 定 に合わ せ 、 組 織改正 を 行 い 、

シ テ ィ プロ モー シ ョ ンと 広報 の 機 能を 統合 し 、 新た な

シティプロモ ーション課と して 組織いた します。  

広 報 富 士 見やホ ー ム ペ ージ、 Ｓ Ｎ Ｓ など 、 市 の 情 報

発 信 コ ンテ ンツ を 一 元的 に運 用 す るこ と で 、 さ らな る

情報発信力の 強化 に取り組 んでまいりま す 。  

イ ン ス タグ ラム 等 デ ジタ ルプ ロ モ ーシ ョン を 強 化し 、

市 の 魅 力を 広く 発 信 ・拡 散す る こ とで 、市 を 認 知し た

人 が 、 市に 関心 を 持 つ 、 市を 訪 れ ると いっ た 行 動変 容
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につながるプ ロモーション を 展開してま いります 。  

 

(8) 危 機管 理、 総 合行 政  

 最 後 に、 危機 管 理 及び 総合 行 政 の分 野に つ い て、 ご

説明いたしま す。  

市民の防災意 識を高め、自助の備えにつな げるため、

最 新 の 防災 情報 を 反 映す ると と も に、 水防 法 の 規定 に

基 づ く 内水 ハザ ー ド マッ プを 追 加 した 、富 士 見 市防 災

ガイドブック を作成し、 市 内全戸に配布 いたします。  

「 誰 一 人 取り残 さ な い 」を理 念 に 、 すべて の 人 に 配

慮 す る イン クル ー シ ブ防 災の 取 組 とし て、 特 別 支援 学

校 に お いて 福祉 避 難 所開 設訓 練 を 実施 し、 障 が い者 や

家 族 の 皆様 が、 災 害 時に 安心 し て 避難 でき る よ う 、 災

害対応体制の 確認、強化に 取り組んでま いります 。  

庁 舎 の 災害 対策 本 部 機能 の補 完 や 備蓄 品の 集 中 管理 、

支 援 物 資集 積場 所 の ほか 、ボ ラ ン ティ アセ ン タ ーの 機

能 を 有 する 中央 防 災 セン ター に つ きま して は 、 建設 工

事 に 着 手し 、令 和 ９ 年度 の供 用 開 始に 向け て 整 備を 進

めてまいりま す 。  

市 役 所 新 庁舎整 備 に つ きまし て は 、 災害に 強 く 市 民

の 安 全 ・安 心を 確 保 でき る強 靭 な 構造 を持 ち 、 誰も が

わ か り やす く利 用 し やす い 庁 舎 を 目指 し、 建 設 実施 設

計 や ネ ット ワー ク 実 施設 計を 行 う とと もに 、 庁 舎敷 地  

拡張に伴う水 路の移設工事 を 行ってまい ります 。  

 厳 し い財 政 状 況 の 中、 自主 財 源 を確 保す る た め、 ふ
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る さ と 納税 の 返 礼 品 のＰ Ｒを 充 実 する こと で 、 寄附 の

拡大に取り組 んでまいりま す。  

市 民 の 皆 様と行 政 の 接 点とな る フ ロ ントヤ ー ド 改 革

の 一 環 とし て、 市 役 所庁 舎内 に キ オス ク端 末 機 を 設 置

いたします。併 せて、全国のコ ンビニエンス ストアで、

マ イ ナ ンバ ーカ ー ド を活 用し て 住 民票 など が 取 得で き

る コ ン ビニ 交付 サ ー ビス に、 課 税 証明 書の 発 行 を追 加

し、市民サービ スの向上と窓 口の混雑緩和 を図り、「行

かない窓口」 の普及を推進 し てまいりま す。  

 今 後 にお きま し て も、 市民 目 線 に立 った 行 政 サー ビ

ス の 向 上を 目指 し 、 デジ タル ト ラ ンス フォ ー メ ーシ ョ

ンをさらに加 速させて まい ります。  

 

４  令和 ８年度 予 算の 概要  

令 和 ８ 年 度は、 次 期 計 画とな る 第 ６ 次基本 構 想 ・ 第

２期基本計画 の初年度とな ることから、理 想の“未来”

の 実 現 に向 け「 計 画 を力 強く 前 進 させ る年 」 と 位置 づ

け 、 財 政規 律を 踏 ま えつ つ、 推 進 力の ある 予 算 を編 成

いたしました 。  

予 算 の 総 額は、 ４ ６ ４ 億６， ９ ２ ２ 万８千 円 で 、 前

年 度 比 ２８ 億６ ， ２ ４８ 万５ 千 円 の増 、率 に し て６ ．

６％の増とな り、過去最大 規模となって おります。  

市税に つき ま しては 、個 人 市民税 や固 定 資産税 の増

加など によ り 、総額 １７ ６ 億１， ３１ ８ 万６千 円とな

り、前 年度 比 ３億８ ，９ ６ １万１ 千円 の 増、率 にして
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２．３％の増 となっており ます。  

地 方 交 付 税につ き ま し ては、 地 方 財 政計画 等 を 踏 ま

え 、 前 年度 より ２ 億 ２， ００ ０ 万 円の 増と な る ４７ 億

５，０００万 円を見込 んで おります 。  

地 方 消 費 税交付 金 に つ きまし て は 、 地方財 政 計 画 や

交 付 実 績を 踏ま え 、 前年 度よ り ２ 億円 の増 と な る２ ７

億円を見込ん でおります 。  

市 債 に つ きまし て は 、 普通建 設 事 業 費の増 に 伴 い 、

前 年 度 比１ ２億 ７ ， ５４ ０万 円 の 増、 率に し て ６４ ．

２％増の３２ 億６，１１０ 万円となって おります。  

な お 、 繰 入金に つ き ま しては 、 財 政 調整基 金 な ど か

ら １ ５ 億２ ，６ ９ ８ 万４ 千円 の 繰 り入 れを 行 っ てお り

ます。  

 

５  結び に  

「 首 長 が 選んだ わ が ま ち５大 ニ ュ ー ス 」と い う 記 事

が 、 毎 年末 、埼 玉 新 聞に 掲載 さ れ ます 。１ 年 間 の多 く

の 出 来 事の 中か ら ５ つを 選択 す る こと は、 毎 年 苦労 す

る と こ ろで はご ざ い ま す が、 富 士 見市 の２ ０ ２ ５年 の

ニュースとし て、次の５件を掲載して いた だきました。 

１ つ 目 は 、「 デ フ リ ン ピック 開 催 で 姉妹都 市 ・ セ ル

ビア共和国デ フハンドボー ル代表事前キ ャンプ交流 」、

２ つ 目 は、 「 行 政 ・ 市民 ・企 業 ・ 教育 関係 者 が 一堂 に

会 し 「 防 窮サミ ッ ト ２ ０２５ in 富 士見 市」 を 開 催 」 、

３ つ 目 は、 「大 阪 ・ 関西 万博 セ ル ビア 共和 国 パ ビリ オ
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ン の シ ンボ ルツ リ ー を本 市に 移 植 」、 ４つ 目 は 、 「 富

士見市指定文 化財・氷川前遺 跡 出土「銅鋺」を展示 」、

そ し て 、５ つ目 は 、 「個 人住 民 税 市町 村表 彰 式 にお け

る ５ 年 連続 での 納 税 率部 門表 彰 受 賞 」 の５ 件 で ござ い

ます。  

こ れ ら は 、いず れ も 本 市にと っ て 誇 ること の で き る

出 来 事 でご ざい ま す が、 この ５ 件 以外 にも 、 紹 介し た

いニュースが ありました。  

市公式 YouTube チャンネルで 人気の動画と なった、

富 士 見 市学 校給 食 の 人気 メニ ュ ー の焼 きそ ば を 題材 に

し た 「 焼き そば の ヒ ミツ 」で す 。 学校 給食 セ ン ター の

栄養士の先生、調理員さん た ちが、子どもた ちを想い、

元 気 に 健や かに 成 長 して 欲し い 、 おい しく 給 食 を食 べ

て欲しいと、心を込めて調理 されている姿 が印象的で、

富 士 見 市の 焼き そ ば を食 べて み た いと 思わ せ る 納得 の

映 像 と なっ てい ま す 。こ の動 画 が 大変 好評 で あ った た

め 、 現 在で は、 第 ２ 弾と して 「 カ レー のヒ ミ ツ 」、 第

３ 弾 と して 、「 き な 粉揚 げパ ン に なる まで の 旅 」が 制

作 さ れ てい ます 。 皆 様に もぜ ひ 、 ご覧 いた だ き たい と

存じます。  

本 YouTube チャンネルにつ きましては 、 収益化の必

須 条 件 とさ れて い る 、チ ャン ネ ル 登録 者数 １ ， ００ ０

人 以 上 、過 去１ ２ か 月間 の総 再 生 時間 ４， ０ ０ ０時 間

以 上 の ２つ の条 件 を クリ ア し て お り、 ５大 ニ ュ ース に

劣らない快挙 であるものと 評価しており ます。   



 24 

そして、昨年 は 、本市が取り組 んでまいりま した「共

生 社 会 のま ちづ く り 」に とり ま し ても 、節 目 の １年 と

なりました。  

６月には、「手 話に関する施 策の推進に関 する法律」

が 施 行 され 、１ １ 月 には 、き こ え ない ・き こ え にく い

人 の た めの オリ ン ピ ック であ る デ フリ ンピ ッ ク が、 初

め て 国 内で 開催 さ れ まし た。 １ ９ ２４ 年に フ ラ ンス ・

パ リ で 第１ 回大 会 が 開催 され 、 東 京２ ０２ ５ デ フリ ン

ピ ッ ク は、 １０ ０ 周 年の 記念 と な る大 会に も な りま し

た。  

本 市 に お きまし て も 、 セルビ ア 共 和 国デフ ハ ン ド ボ

ー ル チ ーム のホ ス ト タウ ン交 流 と いう 重要 な 事 業に も

つ な が り、 富士 見 市 手話 言語 条 例 制定 １０ 周 年 にふ さ

わしい年とな りました。  

私 は 、 全 国手話 言 語 市 区長会 会 長 を 経て 、 事 務 局 長

を 務 め るな ど、 手 話 の普 及や 、 あ いサ ポー ト 運 動を 推

進 し て まい りま し た 。こ れら の 活 動を 通じ 、 全 日本 ろ

う あ 連 盟石 橋理 事 長 をは じめ 、 連 盟の 皆様 と と もに 、

法 律 制 定や デフ リ ン ピッ ク の 招 致 に関 わる こ と がで き

た こ と は、 全国 手 話 言語 市区 長 会 と私 にと っ て 大き な

喜びでありま す。  

こ の 、 全 日本ろ う あ 連 盟は、 １ ９ ４ ７年、 昭 和 ２ ２

年 に 、 群馬 県伊 香 保 温泉 で行 わ れ た「 全日 本 聾 唖 連 盟

結 成 大 会」 が は じ ま りと なっ て い ます 。 本 大 会 以来 、

長 き に 渡り 、先 人 た ちが 苦し み を 乗り 越え 、 差 別や 偏
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見 と 闘 い、 様々 な 成 果を 積み 重 ね 、現 在の 共 生 社会 実

現として結実 したもので ご ざいます 。  

連 盟 の 創 立７０ 周 年 記 念事業 と し て 、 黎明 期 か ら の

苦 難 の 歴史 が描 か れ た「 段ま た 段 を成 して 」 と いう ド

キュメンタリ ー 映画が制作 されました。  

タ イ ト ル の「段 ま た 段 を成し て 」 は 、連盟 創 立 の 地

で あ る 伊香 保温 泉 の ３６ ５段 の 石 段と 、そ の 温 泉街 の

風 景 に つい て、 大 正 時代 の歌 人 与 謝野 晶子 が 詠 んだ 詩

「 伊 香 保の 街」 か ら いた だい た も のと いう こ と です 。

ここで、詩の 一部をご紹介 します。  

「伊香保の街 」  

榛名山の一角 に、段また段 を成して、  

羅馬時代の野 外劇場 の如く 、   

斜めに刻み附 けられた  桟 敷形の伊香保 の街 、  

屋根の上に屋 根、部屋の上 に部屋 、  

すべてが温泉 宿である  

全 日 本 ろ うあ連 盟 は 、 長きに 渡 り 、 苦労を 重 ね な が

ら 運 動 を展 開し 、 旧 民法 第１ １ 条 の改 正、 運 転 免許 獲

得 運 動 、手 話通 訳 の 制度 化な ど 、 高く 、長 い 石 段を 一

段一段登るよ うに権利を獲 得してきまし た。  

令 和 ７ 年 は、ま さ に 「 段また 段 を 成 し」の 険 し い 石

段 を 乗 り越 え、 「 手 話に 関す る 施 策の 推進 に 関 する 法

律 」 の 制定 、国 内 で 初め ての デ フ リン ピッ ク の 開催 と

い う 大 きな 目標 を 成 し 遂 げた 、 連 盟 に とっ て 歴 史に 刻

ま れ る 年と なり ま し た。 この 成 果 は、 大き な 一 歩で あ
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り 、 真 の共 生社 会 を 築い てい く 大 事な 通過 点 で もあ り

ま す 。 これ らの 活 動 に関 わる 中 で 、連 盟の 皆 様 が情 熱

を 傾 け 大事 を成 し 遂 げて いく 姿 、 粘り 強い 推 進 力に 大

きな感銘を受 けました。  

私 は こ の 経験を 活 か し 、第６ 次 基 本 構想 ・ 第 ２ 期 基

本 計 画 がス ター ト す る本 年、 新 庁 舎整 備、 公 共 施設 マ

ネジメント事 業をはじめ 、多くの課題を抱 えながらも、

議 論 に は理 解と 寛 容 をも って 当 た り、 幾多 の 苦 難に 直

面しても、不 退転の覚悟で 臨んでまいり ます。  

理 想 の 未 来であ る “ 充 実した 日 々 ” を創り 上 げ る た

め 、 「 段ま た段 を 成 す」 状況 に あ って も、 全 力 で市 政

運 営 に 取り 組み 、 石 段を 一歩 一 歩 確実 に登 り 続 けて ま

いります。  

市 民 の 皆 様並び に 議 員 各位に お か れ まして は 、 な お

一 層 の ご理 解と ご 協 力を 賜り ま す よう お願 い 申 し上 げ 、

私の令和８年 度施政方針と いたします。  


